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十勝の感染拡大がなかなか収まりません。児童生徒、教職員の感染が増え学級・学

年閉鎖も増えていますが、やることは不変です。三密回避や手洗いの徹底など感染防

止の取組を続け、ガイドラインに従いながら教育活動を粛々と進めていきましょう。 

今月は、各学園の会合の様子を中心にお知らせします。 

ちゅうるい学園総会開催！４/27   

忠類中学校の修学旅行のため、他の学園と同じ日に開催で

きなかった学園総会を４/27(水)に開催しました。 

会場の忠類中学校に学園の教職員が集まり、今年度の活動

方針や計画を決定しました。後半は、各部会に分かれて、

各部の活動計画を相談しました。 

今年度の重点として

乗入授業の計画も話し

合われ、火曜日・金曜日

の４コマ目に、体育・算

数（数学）を中心に実施

する基本計画を今後詰

めていくことになっています。 

学園の体制も、教職員の組織である小中一貫教育推進委員会（教進会）、地域の方々で構

成される運営協議会を小中一貫 CS 委員会とし、わかりやすく整理しています。教職員と地

域の方々の理解を深め、事業を充実させる準備が着々と進んでいます。 

札内東学園合同部会 開催 ５/11 

合同部会が５/11(水)に開かれました。部会の話し合い

に入る前に、大石学園長が Googlemeetで、総会の時に保

留となっていた乗入授業と小中一貫教育課程について方

向性を学園教職員に説明しました。それを受け、部会ご

とに今年度の活動計画について話し合いました。 

学習指導部では、中学校登校を７/19(火)に行うことと

し、白人小学校、札内北小学校の児童交流や合同授業について検討しました。乗入授業につ

いては３校で意見を出し合い、方向性について確認しました。小中一貫教育課程は作成済教

科の実践・見直しを進め、さらに、今年度作成する教科を来年度実施する予定としています。

生徒指導部では、不登校児童生徒の実態調査、情報交流に取り組むとともに、学校見学週間

を後期に行うことにしました。地域学習部では、７/11(月)の地域合同クリーン作戦の実施

のほか、作成してきたふるさと教育&キャリア教育の計画を、系統性をさらに高めて教育課

程として整備することなどが話し合われました。 

今後、各校でさらに論議を深め、よりよい計画に仕上げていくことにしています。 

NO.38 R４.５.30  幕別町教育委員会 学校教育推進員 

計画第３期 小中一貫教育とＣＳの充実へ 



さつない学園運営協議会開催 ５/23 

さつない学園運営協議会が５/23(月)に開かれまし

た。会長、学園長の挨拶の後、新しく入れ替わった委

員に委嘱状が西田学校教育課長から手渡されました。 

議事では、３月に書面で承認していただいた経営方

針や今年度の計画を改めて説明し確認しました。 

ＣＳ関係では、学校サポーターに協議会委員や保護

者、札内中学校の特別支援教育支援員など６名の方々が登録されていることが報告されまし

た。今後も募集が継続して実施される予定です。「さつない学園の課題は何か」をテーマに

した熟議も行われ、これをもとに今後の熟議のテーマを絞っていくことにしています。試行

錯誤しながら、小中一貫教育とＣＳの充実を目指して努力が続けられています。 

まくべつ学園 乗入授業等 順調に進む 

４/14（木）より乗入授業がスタートしました。今年度、

昨年度に引き続き、外国語・算数・体育がそれぞれ 70時

間、音楽が 35 時間、（計 245 時間）を予定している乗入

授業。早速４/27(水)には、学園の外国語担当者（中学校

英語科教諭２名、小学校教諭３名）による顔合わせが行

われ、年間の授業計画や授業の流れを確認しました。 

５/６(金)には、第１回部会が開かれ、年間計画や役割

分担の確認がされました。作成済みの「つながる教育課程

まくべつデザイン」を活用した学力課題の分析やふるさと教育の教育課程再構築、切れ目の

ない支援体制の構築など、各部の計画が小中教職員の協力のもと立てられました。５/16(月)

には三役会議、25(水)には役員会議も開催され情報共有がされています。今後月１回のペー

スで部会を開く予定です。 

保健体育通信「ちゃれんじ」発行   

ちゅうるい学園保健体育通信「ちゃれんじ」が発

行されました。 

忠類中の澤辺教諭、下坂教諭による発行で、第１

号は、みなさんは今どんな時期というテーマで発

育・発達に応じた運動・スポーツのススメを紹介し

ています。ちなみに５～８歳はプレ・ゴールデンエ

イジ期、９～12歳はゴールデンエイジ期、13～15歳

はポストゴールデンエイジ期と呼ばれるそうです。

言い換えると、小学校低学年では「いろいろな運動・

遊びを経験し、引き出しをつくる時期」、小学校中学

年から高学年では「いろいろな運動の技を身につけ

ていく時期」、中学生では、「運動の技や身体を鍛え

ていく時期」と言えそうです。裏面には、「手つなぎ

ひざタッチ」「仲間がえし」など楽しい運動遊びも紹

介されています。 

中学校の専門性を生かした、このような教科通信

が、今後も各学園で発行されることを期待します。 

ちゅうるい学園 

写真 外国語乗入授業の様子 


